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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  一方基板と該一方基板よりも小さい他方基板とを重ね合わせ、２つの基板が重なり合う
部分に液晶層を介在させて表示部が形成された液晶表示パネルと、該液晶表示パネルを駆
動するための駆動信号を生成して出力するとともに、前記一方基板上に配置される駆動回
路とを備え、前記一方基板上には、前記表示部に前記駆動信号を供給する複数の信号入力
端子が予め定める配列方向に配列されて形成されるとともに、前記駆動回路の複数の信号
出力端子と前記複数の信号入力端子とを接続する複数の信号配線が形成されており、前記
複数の信号配線は、信号入力端子列の一方端側から引き回されて各信号入力端子に接続さ
れており、信号入力端子列の一方端側における複数の信号配線の形成領域の幅が、信号入
力端子列の長さより小さく設定されている液晶表示装置において、前記信号配線のうち信
号入力端子列の一方端側から信号入力端子までの配線部分は、前記信号入力端子列の一方
端側から他方端側に向かって該信号入力端子の配列方向に対して所定の角度をもって延び
る直線部分を、少なくとも３段接続して構成されており、各直線部分における幅と前記配
列方向に対する角度とは、ともに他方端側に向かうにつれて大きくなるように設定されて
いることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　一方基板と該一方基板よりも小さい他方基板とを重ね合わせ、２つの基板が重なり合う
部分に液晶層を介在させて表示部が形成された液晶表示パネルと、該液晶表示パネルを駆
動するための駆動信号を生成して出力するとともに、前記一方基板上に配置される駆動回
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路とを備え、前記一方基板上には、前記表示部に前記駆動信号を供給する複数の信号入力
端子が予め定める配列方向に配列されて形成されるとともに、前記駆動回路の複数の信号
出力端子と前記複数の信号入力端子とを接続する複数の信号配線が形成されており、前記
複数の信号配線は、信号入力端子列の一方端側から引き回されて各信号入力端子に接続さ
れており、信号入力端子列の一方側における複数の信号配線の形成幅が、信号入力端子列
の長さより小さく設定されている液晶表示装置において、前記信号配線のうち少なくとも
信号入力端子列の一方端側から信号入力端子までの配線部分は、前記一方基板上に形成さ
れた絶縁膜を使用して２層構造で形成され、隣接する２つの配線部分は、一方が前記一方
基板上に形成され、他方が前記絶縁膜上に形成されていることを特徴とする液晶表示装置
。
【請求項３】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、信号入力端子列の一方端側から信号入力端子
までの配線部分は、前記一方基板上に形成された絶縁膜を使用して２層構造で形成され、
隣接する２つの配線部分は、一方が前記一方基板上に形成され、他方が前記絶縁膜上に形
成されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項２または３に記載の液晶表示装置において、配線部分と信号入力端子との接続は
、配線部分の先端部および信号入力端子の上部の絶縁膜にそれぞれスルーホールを形成し
、スルーホールによって露出した配線部分の先端部表面と信号入力端子表面とを、前記絶
縁膜上に形成された金属配線で接続することによって行われることを特徴とする液晶表示
装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一対の基板間に液晶層を介在させて構成される液晶表示パネルと該液晶表示
パネルを駆動する駆動回路とを備え、前記一対の基板のうちの一方基板上に前記駆動回路
が配置されて構成される液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、各種電子機器の表示装置として使用されているが、近年、電子機器の
構成の小型化が要求されており、そのため表示装置として使用される液晶表示装置につい
ても、構成の小型化が要求されている。一般的に、液晶表示装置は、一対の基板間に液晶
層を介在させて構成される液晶表示パネルと、該液晶表示パネルを駆動するための駆動回
路である駆動用ＩＣ（Integrated Circuit：集積回路）とを備えて構成される。このよう
な液晶表示装置においては、たとえば、液晶表示パネルを構成している一対の基板のうち
の一方基板上に駆動用ＩＣを直接配置するいわゆるＣＯＧ（Chip On Glass）方式を採用
することによって、構成の小型化を図っている。
【０００３】
　ＣＯＧ方式の液晶表示装置では、液晶表示パネルを構成する一対の矩形基板のうちの一
方基板として他方基板よりも大きい基板を使用して液晶表示パネルを構成し、一方基板上
で他方基板が重なり合う部分（表示部）の周辺、すなわち一方基板上の周縁部に駆動用Ｉ
Ｃを配置している。そして、一方基板上には、表示部に所定の駆動信号を供給するための
複数の信号入力端子を形成するとともに、各信号入力端子に供給する駆動信号を生成して
出力する駆動用ＩＣの複数の信号出力端子と複数の信号入力端子とを接続するための複数
の信号配線を形成している。
【０００４】
　複数の信号入力端子は、表示部内の信号配線を表示部の外側まで延ばすことによって形
成されており、矩形状の表示部の辺に対して平行に配列されている。たとえばアクティブ
マトリクス型の液晶表示装置の場合は、走査信号入力端子と、表示信号入力端子と、共通
電極駆動信号入力端子との３種類の信号入力端子を形成する必要がある。したがって、ア
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クティブマトリクス型液晶表示装置では、たとえば、矩形状の表示部の特定の一辺に対し
て平行に複数の走査信号入力端子が形成され、前記特定の一辺に隣接する一辺に対して平
行に複数の表示信号入力端子が形成され、さらに走査信号入力端子列または表示信号入力
端子列の端に共通電極駆動信号入力端子が形成される。
【０００５】
　図６は、ＣＯＧ方式のアクティブマトリクス型液晶表示装置３１の従来例を示す平面図
である。液晶表示装置３１は、一方基板３２と該一方基板３２よりも小さい他方基板３３
とを重ね合わせ、２つの基板３２，３３が重なり合う部分に液晶層を介在させて表示部が
形成された液晶表示パネル３４と、液晶表示パネル３４を駆動する駆動信号を生成して出
力するとともに、一方基板３２上に配置される３つの駆動用ＩＣ３５，３６，３７とを備
えて構成される。
【０００６】
　液晶表示パネル３４は、小さい他方基板３３を大きい一方基板３２の一辺側に偏らせる
とともに、該一辺のほぼ中間位置に配置して構成されており、これによって一方基板３２
上には表示部の周囲に３つの周縁部Ａ１１，Ａ１２，Ａ１３が存在している。この液晶表
示パネル３４では、対向する２つの周縁部Ａ１１，Ａ１２に、表示部から引き出されて形
成された複数の走査信号入力端子ｔａが表示部の周辺（他方基板３３の辺）に沿って配列
されており、残りの１つの周縁部Ａ１３に、表示部から引き出されて形成された複数の表
示信号入力端子ｔｂが、表示部の周辺に沿って配列されている。
【０００７】
　３つの周縁部Ａ１１～Ａ１３は、いずれも信号入力端子列の配列方向ｄ１，ｄ２に直交
する方向に沿った長さが、配列方向ｄ１，ｄ２に沿った長さに比べて、短くなるように形
成されている。これは、一方基板３２全体の大きさを小さくして、液晶表示装置３１全体
の小型化を図るためである。また、周縁部Ａ１１～Ａ１３における信号入力端子から一方
基板３２の端部までの長さは、走査信号入力端子側の周縁部Ａ１１，Ａ１２の方が表示信
号入力端子側の周縁部Ａ１３に比べて短く設定されている。これは、一方基板３２の幅（
図６の左右方向の長さ）を短くして、液晶表示装置３１の幅方向の小型化を図るためであ
る。
【０００８】
　駆動用ＩＣとしては、走査信号を生成して出力する２つの走査駆動用ＩＣ３６，３７と
、表示信号を生成して出力する１つの表示駆動用ＩＣ３５とが配置されている。３つの駆
動用ＩＣ３５～３７は、一方基板３２上の表示信号入力端子列が形成されている周縁部Ａ
１３に配置されている。このように１つの周縁部Ａ１３にすべての駆動用ＩＣ３５～３７
を配置することによって、一方基板３２の幅方向の長さを短くして、液晶表示装置３１の
構成の小型化を図ることができる。
【０００９】
　また、他方基板３３に形成されている共通電極にコモン駆動信号を供給するコモン駆動
信号入力端子ｔｃは、走査信号入力端子ｔａが形成されている周縁部Ａ１１，Ａ１２の外
周側に位置している。また、駆動用ＩＣ３５～３７が配置されている周縁部Ａ１３には、
図示しない外部の制御回路から供給されるコモン駆動信号が入力されるコモン端子ｔｄが
形成されている。
【００１０】
　表示駆動用ＩＣ３５は表示信号入力端子列に対向する位置に配置されているので、表示
駆動用ＩＣ３５の出力端子と表示信号入力端子ｔｂとを接続する信号配線は、図６の領域
Ｒ１１内で、直線的に形成されている。一方、走査駆動用ＩＣ３６，３７は走査信号入力
端子列に対向する位置には配置されていないので、走査駆動用ＩＣ３６，３７の出力端子
と走査信号入力端子ｔａとを接続する信号配線は、走査信号入力端子列の一方端側から、
走査信号入力端子ｔａが形成されている周縁部Ａ１１，Ａ１２を引き回されて形成されて
いる。すなわち、信号配線は、まず走査駆動用ＩＣ３６，３７の出力端子から、走査信号
入力端子ｔａが形成されている周縁部Ａ１１，Ａ１２の一方端部まで形成され（図６の領
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域Ｒ１２Ｌ，Ｒ１２Ｒ参照）、それから周縁部Ａ１１，Ａ１２を引き回されて各走査信号
入力端子ｔａまで形成されている（図６の領域Ｒ１３Ｌ，Ｒ１３Ｒ参照）。
【００１１】
　また、コモン駆動信号入力端子ｔｃとコモン端子ｔｄとを接続するコモン配線３８は、
まずコモン端子ｔｄから走査信号入力端子ｔａが形成されている周縁部Ａ１１，Ａ１２の
一方端部まで形成され、それから領域Ｒ１３Ｌ，Ｒ１３Ｒの外側の領域を引き回されて周
縁部Ａ１１，Ａ１２の他方端部のコモン駆動信号入力端子ｔｃまで形成されている。
【００１２】
　このように、液晶表示パネル３４を構成する一方基板３２上の１つの周縁部Ａ１３に、
複数個の駆動用ＩＣ３５～３７を配置した液晶表示装置３１は、たとえば特許文献１に記
載されている。
【００１３】
　図７は、走査信号入力端子ｔａが形成されている周縁部Ａ１１における信号配線の形状
を示す拡大平面図である。なお、図６において、他方基板３３の左側に位置する周縁部Ａ
１１における信号配線と、他方基板３３の右側に位置する周縁部Ａ１２における信号配線
とは、左右対称であるので、周縁部Ａ１１における信号配線について説明する。また、図
７では、５個の走査信号入力端子ｔａ１～ｔａ５（総称するときは参照符号ｔａを用いる
）に接続される信号配線ｓ１～ｓ５（総称するときは参照符号ｓを用いる）について説明
する。
【００１４】
　まず、走査信号入力端子列の他端側に位置する走査信号入力端子ｔａ１に接続される配
線部分ｓ１について説明する。走査信号入力端子列の一方端側から走査信号入力端子ｔａ
までの配線部分ｓ１は、走査信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かって、該走査
信号入力端子の配列方向に対して平行に延びる第１直線部分ｓａ１と、配列方向に対して
所定の角度をもって延びる第２直線部分ｓｂ１とを接続して構成されている。第２直線部
分ｓｂ１における所定の角度は、第１直線部分ｓａ１の先端と接続すべき走査信号入力端
子ｔａ１とを接続できる角度に設定されている。また第２直線部分ｓｂ１の幅は、第１直
線部分ｓａ１の幅よりも大きく形成されている。他の配線部分ｓ２～ｓ５についても、配
線部分ｓ１と同様の形状である。これらの配線部分ｓ１～ｓ５は、薄膜形成技術を利用し
て同一層で同時形成することができる。
【００１５】
　コモン配線３８は、走査信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かって走査信号入
力端子ｔｃの配列方向ｄ１に平行に延びる直線部分３８ａと、走査信号入力端子列の他方
端側の領域に形成される略直角三角形状の接続部分３８ｂとで構成されている。コモン配
線３８も、上記の配線部分ｓ１～ｓ５と同様に、薄膜形成技術を利用して同一層で同時形
成することができる。
【００１６】
　走査信号入力端子列の一方端側から信号入力端子までの配線部分ｓ１は、第１直線部分
ｓａ１と、第１直線部分ｓａ１よりも幅が広い第２直線部分ｓｂ１とを接続して構成され
ているので、走査信号入力端子直前では配線抵抗が小さくなり、走査信号入力端子ｔｃ１
の直前での走査信号の電圧降下が防止される。同様に、走査信号入力端子列の一方端側か
らコモン駆動信号入力端子ｔｃ１までのコモン配線３８は、直線部分３８ａと、略直角三
角形状の幅広部分３８ｂとを接続して構成されているので、コモン駆動信号入力端子直前
では配線抵抗が小さくなり、コモン駆動信号入力端子直前でのコモン駆動信号の電圧降下
が防止される。このように、表示部に適正な走査信号およびコモン駆動信号を供給するこ
とができるので、液晶表示装置３１の表示品位の劣化を防止することができる。
【特許文献１】特開２００３－２４１２１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】



(5) JP 4525174 B2 2010.8.18

10

20

30

40

50

　液晶表示装置３１においては、より高精細な画像表示ができることが課題の１つである
。高精細な画像表示を実現するためには、表示部の表示ライン数を増やすとともに、１表
示ラインの画素数を増やす必要がある。表示ライン数や画素数を増やすためには、走査信
号入力端子ｔａや表示信号入力端子ｔｂの数を増やす必要がある。走査信号入力端子ｔａ
の数が増えると、走査駆動用ＩＣ３６，３７と走査信号入力端子ｔａとを接続する信号配
線の数も増えることになり、走査信号入力端子ｔａが形成されている周縁部Ａ１１，Ａ１
２において、信号配線を形成するための領域の幅が大きくなり、コモン配線３８を形成す
るための領域が狭くなってしまう。
【００１８】
　また、液晶表示装置３１においては、搭載される電子機器の小型化に伴って、より構成
の小型化を図ることも課題の１つである。構成の小型化を実現するための手段の１つは、
一方基板３２を小さくすることである。しかし、一方基板３２を小さくすると、表示部の
周囲の周縁部Ａ１１，Ａ１２が小さくなる。また、信号配線の本数は決まっており、信号
配線の幅と信号配線間の間隔とを狭めるのは限界があるので、周縁部Ａ１１，Ａ１２内で
複数の信号配線を形成するための領域は、極端に小さくすることができない。したがって
、一方基板３２を小さくすると、コモン配線３８を形成するための領域が小さくなってし
まう。
【００１９】
　このようにコモン配線３８を形成するための領域が小さくなると、コモン配線３８にお
ける直線部分の幅が小さくなり、その結果直線部分での配線抵抗が大きくなり、直線部分
におけるコモン駆動信号の電圧降下量が大きくなる。そのため、適正なコモン駆動信号を
コモン駆動信号入力端子ｔｃに供給することができなくなり、液晶表示装置３１の表示品
位が劣化するという問題がある。
【００２０】
　本発明は、このような従来技術における問題点に着目してなされたものであって、複数
の信号入力端子に接続される複数の信号配線を形成する際に、液晶表示パネルの一方基板
の周縁部内で複数の信号配線を形成する領域を小さくして周縁部内での残余の領域の拡大
を図り、これによって残余の領域に形成されるコモン配線の配線抵抗を低下させることが
できる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明に係る液晶表示装置は、一方基板と該一方基板よりも小さい他方基板とを重ね合
わせ、２つの基板が重なり合う部分に液晶層を介在させて表示部が形成された液晶表示パ
ネルと、該液晶表示パネルを駆動するための駆動信号を生成して出力するとともに、前記
一方基板上に配置される駆動回路とを備え、前記一方基板上には、前記表示部に前記駆動
信号を供給する複数の信号入力端子が予め定める配列方向に配列されて形成されるととも
に、前記駆動回路の複数の信号出力端子と前記複数の信号入力端子とを接続する複数の信
号配線が形成されており、前記複数の信号配線は、信号入力端子列の一方端側から引き回
されて各信号入力端子に接続されており、信号入力端子列の一方端側における複数の信号
配線の形成領域の幅が、信号入力端子列の長さより小さく設定されている液晶表示装置に
おいて、前記信号配線のうち信号入力端子列の一方端側から信号入力端子までの配線部分
は、前記信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かって該信号入力端子の配列方向に
対して所定の角度をもって延びる直線部分を、少なくとも３段接続して構成されており、
各直線部分における幅と前記配列方向に対する角度とは、ともに他方端側に向かうにつれ
て大きくなるように設定されていることを特徴としている。
【００２２】
　また本発明の液晶表示装置は、一方基板と該一方基板よりも小さい他方基板とを重ね合
わせ、２つの基板が重なり合う部分に液晶層を介在させて表示部が形成された液晶表示パ
ネルと、該液晶表示パネルを駆動するための駆動信号を生成して出力するとともに、前記
一方基板上に配置される駆動回路とを備え、前記一方基板上には、前記表示部に前記駆動
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信号を供給する複数の信号入力端子が予め定める配列方向に配列されて形成されるととも
に、前記駆動回路の複数の信号出力端子と前記複数の信号入力端子とを接続する複数の信
号配線が形成されており、前記複数の信号配線は、信号入力端子列の一方端側から引き回
されて各信号入力端子に接続されており、信号入力端子列の一方側における複数の信号配
線の形成幅が、信号入力端子列の長さより小さく設定されている液晶表示装置において、
前記信号配線のうち少なくとも信号入力端子列の一方端側から信号入力端子までの配線部
分は、前記一方基板上に形成された絶縁膜を使用して２層構造で形成され、隣接する２つ
の配線部分は、一方が前記一方基板上に形成され、他方が前記絶縁膜上に形成されている
ことを特徴としている。
【００２３】
　また上記液晶表示装置において、信号入力端子列の一方端側から信号入力端子までの配
線部分は、前記一方基板上に形成された絶縁膜を使用して２層構造で形成され、隣接する
２つの配線部分は、一方が前記一方基板上に形成され、他方が前記絶縁膜上に形成されて
いることを特徴としている。
【００２４】
　また上記液晶表示装置において、配線部分と信号入力端子との接続は、配線部分の先端
部および信号入力端子の上部の絶縁膜にそれぞれスルーホールを形成し、スルーホールに
よって露出した配線部分の先端部表面と信号入力端子表面とを、前記絶縁膜上に形成され
た金属配線で接続することによって行われることを特徴としている。
【発明の効果】
【００２５】
  本発明の液晶表示装置によれば、駆動回路の出力端子と信号入力端子とを接続する信号
配線のうち、信号入力端子列の一方端側から信号入力端子までの配線部分は、信号入力端
子列の一方端側から他方端側に向かって信号入力端子の配列方向に対して所定の角度をも
って延びる直線部分を、少なくとも３段接続して構成されている。
【００２６】
　複数の配線部分は、信号入力端子列の一方端側では、前記配列方向にほぼ直交する方向
に配列されており、信号入力端子側の配線部分から順番に信号入力端子に接続されていく
。ここで、配線部分を構成する各直線部分における前記配列方向に対する角度は、他方端
側に向かうにつれて大きくなるように設定されている。これによって、前記配線部分は、
折れ曲がりながら徐々に信号入力端子に近づいていき、最終的には先端部が信号入力端子
に接続される。そして、複数の配線部分は、他方端側に向かうに従って１本ずつ順番に信
号入力端子に接続されていく。
【００２７】
　配線部分を構成する各直線部分における幅は、信号入力端子列の一方端側から他方端側
に向かうにつれて大きくなるように設定されている。このように各直線部分の幅を徐々に
大きくなるように形成できるのは、信号入力端子列の長さが、信号入力端子列の一方端側
における複数の信号配線の形成領域の幅より大きいので、上述したように直線部分の延び
る向きを徐々に変えて信号配線の配列方向を信号入力端子列の配列方向に対して平行に近
づけていった際に、複数の信号配線の配列方向の長さを徐々に大きくしていくことができ
るからである。このように、信号入力端子列の一方端側から信号入力端子までの配線部分
は、信号入力端子に近づくにつれて徐々に幅が大きくなるので、配線抵抗が徐々に小さく
なる。これによって、配線抵抗による駆動信号の電圧降下を抑制することができ、信号入
力端子に適正な駆動信号を供給することができ、液晶表示装置の表示品位の劣化を防止す
ることができる。
【００２８】
　また、複数の配線部分の形成領域の幅を考えると、信号入力端子列の一方端側から他方
端側に向かうにつれて形成領域の幅は徐々に小さくなっていく。これによって、複数の配
線部分の形成領域の外側の領域、すなわち一方基板の端部と配線部分の形成領域との間の
領域は、信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かうにつれて徐々に大きくなってい
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く。したがって、複数の配線部分の外側の領域を有効に利用することができる。
【００２９】
　たとえば、アクティブマトリクス型の液晶表示装置において、信号入力端子列の他方端
側に、共通電極に駆動信号を供給する共通電極駆動信号入力端子（コモン端子）を配置し
、このコモン端子に駆動信号を供給するコモン配線を、前記信号入力端子列の一方端側か
ら引き回して形成する場合、コモン配線は上述した複数の配線部分の外側の領域に形成さ
れて、コモン端子に接続される。この外側領域は上述したように、信号入力端子列の一方
端側から他方端側に向かうにつれて徐々に大きくなるので、コモン配線も同様に徐々に大
きくなるように形成することができる。つまり、コモン端子に近づくにつれて徐々に大き
くなるようなコモン配線を形成することができる。
【００３０】
　このようなコモン配線を形成すれば、配線抵抗による駆動信号の電圧低下を抑制するこ
とができるので、共通電極に適正な駆動信号を供給することができ、液晶表示装置の表示
品位の劣化を防止することができる。
【００３１】
　また本発明の液晶表示装置によれば、駆動回路の出力端子と信号入力端子とを接続する
信号配線のうち、少なくとも信号入力端子列の一方端側から信号入力端子までの配線部分
は、一方基板上に形成された絶縁膜を使用して２層構造で形成される。そして、隣接する
２つの配線部分は、一方が前記一方基板上に形成され、他方が前記絶縁膜上に形成される
。これによって、隣接する配線部分間の間隔を従来の１層構造の場合よりも小さくするこ
とができるので、複数の配線部分の形成領域の幅を１層構造の場合よりも小さくすること
ができる。
【００３２】
　したがって、複数の配線部分の形成領域の外側の領域、すなわち一方基板の端部と配線
部分の形成領域との間の領域を、有効に利用することができる。これによって、たとえば
アクティブマトリクス型の液晶表示装置において、信号入力端子列の他方端側に、共通電
極に駆動信号を供給する共通電極駆動信号入力端子（コモン端子）を配置し、このコモン
端子に駆動信号を供給するコモン配線を、前記信号入力端子列の一方端側から引き回して
形成する場合、コモン配線は上述した複数の配線部分の外側の領域に形成されて、コモン
端子に接続される。この外側領域は上述したように従来の１層構造の場合よりも大きいの
で、１層構造の場合よりも大きなコモン配線を形成することができる。
【００３３】
　このようなコモン配線を形成すれば、配線抵抗による駆動信号の電圧低下を抑制するこ
とができるので、共通電極に適正な駆動信号を供給することができ、液晶表示装置の表示
品位の劣化を防止することができる。
【００３４】
　また本発明の液晶表示装置によれば、配線部分を２層構造で形成したことによって、複
数の配線部分の形成領域の幅をさらに小さくすることができるので、複数の配線部分の外
側の領域をさらに有効に利用することができる。したがって、上述したようにこの外側の
領域にコモン配線を形成すれば、配線抵抗による駆動信号の電圧降下の抑制効果がさらに
向上するので、共通電極により適正な駆動信号を供給することができ、液晶表示装置の表
示品位の向上を図ることができる。
【００３５】
　また本発明の液晶表示装置によれば、配線部分と信号入力端子とは、絶縁膜に形成した
スルーホールによって露出した配線部分の先端部表面と信号入力端子表面とを、前記絶縁
膜上に形成された金属配線で接続することによって接続される。これによって、一方基板
上の配線部分と信号入力端子とを接続する場合と、絶縁膜上の配線部分と一方基板上の信
号入力端子とを接続する場合とで、接続部分の配線の長さをほぼ等しくすることができる
。これは、一方基板上の配線部分と信号入力端子とを同一表面上で最短距離で接続せずに
、わざわざ迂回させて接続したからである。
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【００３６】
　すなわち、絶縁膜上の配線部分と一方基板上の信号入力端子とを接続する場合は、配線
部分と信号入力端子との間に段差があるので、絶縁膜に形成したスルーホールによって露
出した配線部分の先端部表面と信号入力端子表面とを絶縁膜上に形成された金属配線を用
いて接続せざるを得ない。これに対し、一方基板上の配線部分と信号入力端子とを接続す
る場合は、同じ表面に形成されているので、直接接続することもできる。そのため、上記
のような金属配線を用いて接続する場合と、同一表面上で最短距離で接続する場合とでは
、接続部分の配線長さの差が大きくなってしまう。そこで、本発明では一方基板上の配線
部分と信号入力端子とを接続する場合も、上記のように金属配線を用いて接続するように
した。これによって、一方基板上の配線部分と信号入力端子とを接続する場合と、絶縁膜
上の配線部分と一方基板上の信号入力端子とを接続する場合とで、接続部分の配線の長さ
をほぼ等しくすることができる。
【００３７】
　したがって、各信号入力端子について、信号入力端子までの配線部分の長さがそれぞれ
ほぼ等しくなるので、配線抵抗による駆動信号の電圧降下量がほぼ等しくなり、各信号入
力端子に均一な駆動信号を供給することができ、液晶表示装置の表示画像のばらつきをな
くし、均一な画像表示を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　図１は、本発明の第１実施形態である液晶表示装置１の構成を示す平面図である。液晶
表示装置１は、一方基板２と該一方基板２よりも小さい他方基板３とを重ね合わせ、２つ
の基板２，３が重なり合う部分に液晶層を介在させて表示部が形成された液晶表示パネル
４と、該液晶表示パネル４を駆動するための駆動信号を生成して出力するとともに、一方
基板２上に配置される３つの駆動用ＩＣ５，６，７とを備えて構成されている。
【００３９】
　液晶表示パネル４は、小さい他方基板３を大きい一方基板２の一辺側に偏らせるととも
に、該一辺のほぼ中間位置に配置して構成されており、これによって一方基板２上には表
示部の周囲に３つの周縁部Ａ１，Ａ２，Ａ３が存在している。この液晶表示パネル４では
、対向する２つの周縁部Ａ１，Ａ２に、表示部から引き出されて形成された複数の走査信
号入力端子Ｔａが表示部の周辺（他方基板３の辺）に沿って配列されており、残りの１つ
の周縁部Ａ３に、表示部から引き出されて形成された複数の表示信号入力端子Ｔｂが、表
示部の周辺に沿って配列されている。
【００４０】
　３つの周縁部Ａ１～Ａ３は、いずれも信号入力端子列の配列方向Ｄ１，Ｄ２の長さに比
べて、配列方向Ｄ１，Ｄ２に直交する方向の長さが短くなるように形成されている。これ
は、一方基板２全体の大きさを小さくして、液晶表示装置１全体の小型化を図るためであ
る。また、周縁部Ａ１～Ａ３における信号入力端子から一方基板２の端部までの長さは、
走査信号入力端子側の周縁部Ａ１，Ａ２の方が表示信号入力端子側の周縁部Ａ３に比べて
短く設定されている。これは、一方基板２の幅（図１の左右方向の長さ）を短くして、液
晶表示装置１の幅方向の小型化を図るためである。
【００４１】
　駆動用ＩＣとしては、走査信号を生成して出力する２つの走査駆動用ＩＣ６，７と、表
示信号を生成して出力する１つの表示駆動用ＩＣ５とが配置されている。３つの駆動用Ｉ
Ｃは、一方基板２上の表示信号入力端子Ｔｂが形成されている周縁部Ａ３に配置されてい
る。このように１つの周縁部Ａ３にすべての駆動用ＩＣ５～７を配置することによって、
一方基板２の幅方向の長さを短くして、液晶表示装置１の構成の小型化を図ることができ
る。
【００４２】
　また、他方基板３に形成されている共通電極にコモン駆動信号を供給するコモン駆動信
号入力端子Ｔｃは、走査信号入力端子Ｔａが形成されている周縁部Ａ１，Ａ２の外周側に
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位置している。また、駆動用ＩＣ５～７が配置されている周縁部Ａ３には、図示しない外
部の制御回路から供給されるコモン駆動信号が入力されるコモン端子Ｔｄが形成されてい
る。
【００４３】
　表示駆動用ＩＣ５は表示信号入力端子列に対向する位置に配置されているので、表示駆
動用ＩＣ５の出力端子と表示信号入力端子Ｔｂとを接続する信号配線は、図１の領域Ｒ１
内で、直線的に形成されている。一方、走査駆動用ＩＣ６，７は走査信号入力端子列に対
向する位置には配置されていないので、走査駆動用ＩＣ６，７の出力端子と走査信号入力
端子Ｔａとを接続する信号配線は、走査信号入力端子列の一方端側から、走査信号入力端
子Ｔａが形成されている周縁部Ａ１，Ａ２を引き回されて形成されている。すなわち、信
号配線は、まず走査駆動用ＩＣ６，７の出力端子から、走査信号入力端子Ｔａが形成され
ている周縁部の一方端部まで形成され（図１の領域Ｒ２Ｌ，Ｒ２Ｒ参照）、それから周縁
部Ａ１，Ａ２を引き回されて各走査信号入力端子Ｔａまで形成されている（図１の領域Ｒ
３Ｌ，Ｒ３Ｒ参照）。
【００４４】
　また、コモン駆動信号入力端子Ｔｃとコモン端子Ｔｄとを接続するコモン配線８は、ま
ずコモン端子Ｔｄから走査信号入力端子Ｔａが形成されている周縁部Ａ１，Ａ２の一方端
部まで形成され、それから領域Ｒ３Ｌ，Ｒ３Ｒの外側の領域を引き回されて周縁部Ａ１，
Ａ２の他方端部のコモン端子Ｔｃまで形成されている。
【００４５】
　図２は、走査信号入力端子Ｔａが形成されている周縁部Ａ１における信号配線の形状を
示す拡大平面図である。なお、図１において、他方基板３の左側に位置する周縁部Ａ１に
おける信号配線と、他方基板３の右側に位置する周縁部Ａ２における信号配線とは、左右
対称であるので、周縁部Ａ１における信号配線について説明する。また、図２では、５個
の走査信号入力端子Ｔａ１～Ｔａ５（総称するときは参照符号Ｔａを用いる）に接続され
る信号配線Ｓ１～Ｓ５（総称するときは参照符号Ｓを用いる）について説明する。
【００４６】
　まず、走査信号入力端子列の他方端に位置する走査信号入力端子Ｔａ１に接続される配
線部分Ｓ１について説明する。走査信号入力端子列の一方端側から走査信号入力端子Ｔａ
１までの配線部分Ｓ１は、走査信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かって、該走
査信号入力端子列の配列方向Ｄ１に対して角度０度をもって、すなわち平行に延びる第１
直線部分Ｓａ１と、配列方向Ｄ１に対して角度θｂをもって延びる第２直線部分Ｓｂ１と
、配列方向Ｄ１に対して角度θｃをもって延びる第３直線部分Ｓｃ１とを接続して構成さ
れている。
【００４７】
　第１～第３直線部分Ｓａ１，Ｓｂ１，Ｓｃ１における走査信号入力端子列の配列方向Ｄ
１に対する角度は、第１、第２、第３の順番で段階的に大きくなるように設定されている
。また、第３直線部分Ｓｃ１における角度θｃは、第２直線部分Ｓｃ１の先端と接続すべ
き走査信号入力端子Ｔａ１とを接続できる角度に設定されている。
【００４８】
　また第１～第３直線部分Ｓａ１～Ｓｃ１の幅は、第１、第２、第３の順番で段階的に大
きくなるように設定されている。第３直線部分Ｓｃ１の幅は、走査信号入力端子Ｔａ１の
幅よりも大きく形成されており、第３直線部分Ｓｃ１の先端の一部分と走査信号入力端子
Ｔａ１とが接続される。
【００４９】
　走査信号入力端子Ｔａ２～Ｔａ５に接続される配線部分Ｓ２～Ｓ５についても、配線部
分Ｓ１と同様である。上記の説明で、参照符号Ｓ１，Ｓａ１，Ｓｂ１，Ｓｃ１，Ｔａ１の
数字「１」を「２」～「５」に置き換えれば、配線部分Ｓ２～Ｓ５に対応する説明となる
。
【００５０】
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　ただし、走査信号入力端子列の一方端に位置する走査信号入力端子Ｔａ５に接続される
配線部分Ｓ５については、接続すべき走査信号入力端子Ｔａ５に近接しており、引き回す
長さが短いので、他の配線部分Ｓ１～Ｓ４とは異なる形状で形成してもよい。なお、これ
らの配線部分Ｓ１～Ｓ５は、薄膜形成技術を利用して同一層で同時形成することができる
。
【００５１】
　図２では、配線部分Ｓ５は、走査信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かって、
該走査信号入力端子列の配列方向Ｄ１に対して角度０度をもって、すなわち平行に延びる
第１直線部分Ｓａ５と、配列方向Ｄ１に対して角度θｂをもって延びる第２直線部分Ｓｂ
５と、配列方向Ｄ１に対して角度９０度、すなわち直交する方向に延びる第３直線部分Ｓ
ｃ５とを接続して構成されている。また、第３直線部分Ｓｃ５の幅は、走査信号入力端子
Ｔａ５と同じ幅に設定されている。なお、配線部分Ｓ５の形状は、図２に示す形状に限ら
れるものではない。
【００５２】
　コモン配線８は、走査信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かって走査信号入力
端子列の配列方向Ｄ１に平行に延びる直線部分８ａと、一方端側から他方端側に向かうに
つれて連続的に幅が大きくなる略直角三角形状の幅広部分８ｂと、走査信号入力端子列の
他方端側の領域であってコモン駆動信号入力端子Ｔｃ近傍に形成される接続部分８ｃとで
構成されている。コモン配線８も、上記の配線部分Ｓ１～Ｓ５と同様に、薄膜形成技術を
利用して同一層で同時形成することができる。
【００５３】
　液晶表示装置１では、走査駆動用ＩＣ６，７の出力端子と走査信号入力端子Ｔａとを接
続する信号配線のうち、走査信号入力端子列の一方端側から走査信号入力端子Ｔａまでの
配線部分Ｓは、走査信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かって走査信号入力端子
列の配列方向Ｄ１に対して所定の角度をもって延びる直線部分Ｓａ，Ｓｂ，Ｓｃを、３段
接続して構成されている。
【００５４】
　複数の配線部分Ｓは、走査信号入力端子列の一方端側では、配列方向Ｄ１にほぼ直交す
る方向に配列されており、走査信号入力端子側の配線部分Ｓから順番に走査信号入力端子
Ｔａに接続されていく。ここで、配線部分Ｓを構成する各直線部分Ｓａ，Ｓｂ，Ｓｃにお
ける配列方向Ｄ１に対する角度θは、他方端側に向かうにつれて大きくなるように設定さ
れている。これによって、配線部分Ｓは、折れ曲がりながら徐々に走査信号入力端子Ｔａ
に近づいていき、最終的には先端部が走査信号入力端子Ｔａに接続される。そして、複数
の配線部分Ｓは、他方端側に向かうに従って１本ずつ順番に走査信号入力端子Ｔａに接続
されていく。
【００５５】
　配線部分Ｓを構成する各直線部分Ｓａ，Ｓｂ，Ｓｃにおける幅は、走査信号入力端子列
の一方端側から他方端側に向かうにつれて大きくなるように設定されている。このように
各直線部分Ｓａ，Ｓｂ，Ｓｃの幅を徐々に大きくなるように形成できるのは、走査信号入
力端子列の長さＬが、走査信号入力端子列の一方端側における複数の信号配線Ｓの配列方
向の長さＷより大きいので、上述したように直線部分Ｓａ，Ｓｂ，Ｓｃの延びる向きを徐
々に変えて信号配線Ｓの配列方向を走査信号入力端子列の配列方向Ｄ１に対して平行に近
づけていった際に、複数の信号配線Ｓの配列方向の長さＷを徐々に大きくしていくことが
できるからである。
【００５６】
　このように、走査信号入力端子列の一方端側から走査信号入力端子Ｔａまでの配線部分
Ｓは、走査信号入力端子Ｔａに近づくにつれて徐々に幅が大きくなるので、配線抵抗が徐
々に小さくなる。これによって、配線抵抗による走査信号の電圧降下を抑制することがで
き、走査信号入力端子Ｔａに適正な走査信号を供給することができ、液晶表示装置１の表
示品位の劣化を防止することができる。
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【００５７】
　また、複数の配線部分Ｓの形成領域の幅を考えると、図２に示すように、第２および第
３直線部分Ｓｂ，Ｓｃがそれぞれ走査信号入力端子Ｔａに向かう方向に傾斜して形成され
ているので、走査信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かうにつれて形成領域の幅
は徐々に小さくなっていく。これによって、複数の配線部分Ｓの形成領域の外側の領域、
すなわち一方基板２の端部と配線部分Ｓの形成領域との間の領域は、信号入力端子列の一
方端側から他方端側に向かうにつれて徐々に大きくなっていく。したがって、複数の配線
部分Ｓの外側の領域を有効に利用することができる。
【００５８】
　本実施形態の液晶表示装置１では、走査信号入力端子列の他方端側に、共通電極にコモ
ン駆動信号を供給するコモン駆動信号入力端子Ｔｃを配置し、このコモン駆動信号入力端
子Ｔｃにコモン駆動信号を供給するコモン配線８を、走査信号入力端子列の一方端側から
引き回して形成している。つまり、コモン配線８は上述した複数の配線部分Ｓの外側の領
域に形成されて、コモン駆動信号入力端子Ｔｃに接続される。この外側領域は上述したよ
うに、走査信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かうにつれて徐々に大きくなるの
で、コモン配線８も同様に徐々に大きくなるように形成することができる。つまり、コモ
ン駆動信号入力端子Ｔｃに近づくにつれて徐々に大きくなるようなコモン配線８を形成す
ることができる。
【００５９】
　このようなコモン配線８を形成すれば、配線抵抗によるコモン駆動信号の電圧低下を抑
制することができるので、共通電極に適正なコモン駆動信号を供給することができ、液晶
表示装置１の表示品位の劣化を防止することができる。
【００６０】
　図３は、本発明の第２実施形態である液晶表示装置１１の構成を示す平面図である。本
実施形態の液晶表示装置１１は、上述した第１実施形態の液晶表示装置１と類似しており
、同一の構成には同一の参照符号を付して詳細な説明は省略する。
【００６１】
　本実施形態の特徴は、図４に示すように、信号配線のうち少なくとも走査信号入力端子
列の一方端側から走査信号入力端子Ｔａまでの配線部分Ｓを、一方基板２上に形成された
絶縁膜１２を使用して２層構造で形成し、隣接する２つの配線部分Ｓについて、一方を一
方基板２上に形成し、他方を絶縁膜１２上に形成したことである。なお、走査信号入力端
子列の一方側から走査信号入力端子Ｔａまでの配線部分Ｓの形状は、特に限定されるもの
ではなく、第１実施形態として説明した図２の構成であってもよいし、背景技術として説
明した図７の構成であってもよい。
【００６２】
　本実施形態の液晶表示装置１１では、走査駆動用ＩＣ６，７の出力端子と走査信号入力
端子Ｔａとを接続する信号配線のうち、少なくとも走査信号入力端子列の一方端側から走
査信号入力端子Ｔａまでの配線部分Ｓは、一方基板２上に形成された絶縁膜１２を使用し
て２層構造で形成されている。そして、隣接する２つの配線部分Ｓは、一方が一方基板２
上に形成され、他方が絶縁膜１２上に形成されている。これによって、隣接する配線部分
Ｓ間の間隔を従来の１層構造の場合よりも小さくすることができるので、複数の配線部分
Ｓの形成領域の幅を１層構造の場合よりも小さくすることができる。
【００６３】
　図４では、配線部分Ｓ間の間隔Ｘ１を配線部分Ｓの幅Ｘ２に等しく設定し、一方基板２
上の配線部分Ｓ間に絶縁膜１２上の配線部分Ｓが位置するように形成している。この構造
では、複数の配線部分Ｓの形成領域の幅を、１層構造の場合に比べて約半分にすることが
できる。
【００６４】
　したがって、複数の配線部分Ｓの形成領域の外側の領域、すなわち一方基板２の端部と
配線部分Ｓの形成領域との間の領域を、有効に利用することができる。本実施形態では、
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走査信号入力端子列の他方端側に、共通電極にコモン駆動信号を供給するコモン駆動信号
入力端子Ｔｃを配置し、このコモン駆動信号入力端子Ｔｃにコモン駆動信号を供給するコ
モン配線８を、走査信号入力端子列の一方端側から引き回して形成している。コモン配線
８は、上述した複数の配線部分Ｓの外側の領域に形成されて、コモン駆動信号入力端子Ｔ
ｃに接続される。この外側領域は上述したように従来の１層構造の場合よりも大きいので
、１層構造の場合よりも大きなコモン配線８を形成することができる。
【００６５】
　このようなコモン配線８を形成すれば、配線抵抗によるコモン駆動信号の電圧低下を抑
制することができるので、共通電極に適正なコモン駆動信号を供給することができ、液晶
表示装置１１の表示品位の劣化を防止することができる。
【００６６】
　図５は、配線部分Ｓと走査信号入力端子Ｔａとの接続部分を拡大して示す断面図である
。第２実施形態では、絶縁膜１２を使用して配線部分Ｓを２層構造で形成したので、図５
（ａ）に示される一方基板２上の配線部分Ｓと、図５（ｂ）に示される絶縁膜１２上の信
号配線Ｓとの２種類存在している。また、走査信号入力端子Ｔａの近傍には、絶縁膜１２
を覆うように絶縁性材料からなる保護膜１３が形成されている。
【００６７】
　この場合、配線部分Ｓと走査信号入力端子Ｔａとの接続は、配線部分Ｓの先端部および
走査信号入力端子Ｔａの上部の絶縁膜１２および保護膜１３にそれぞれスルーホールＨ１
，Ｈ２を形成し、スルーホールＳ１によって露出した配線部分Ｓの先端部表面とスルーホ
ールＨ２によって露出した走査信号入力端子Ｔａの表面とを、保護膜１３上に形成された
金属配線１４で接続することによって行うことが好ましい。これによって、一方基板２上
の配線部分Ｓと走査信号入力端子Ｔａとを接続する場合と、絶縁膜１２上の配線部分Ｓと
一方基板２上の走査信号入力端子Ｔａとを接続する場合とで、接続部分の金属配線１４の
長さをほぼ等しくすることができる。これは、一方基板２上の配線部分Ｓと走査信号入力
端子Ｔａとを同一表面上で最短距離で接続せずに、わざわざ迂回させて接続したからであ
る。
【００６８】
　すなわち、絶縁膜１２上の配線部分Ｓと一方基板２上の走査信号入力端子Ｔａとを接続
する場合は、配線部分Ｓと走査信号入力端子Ｔａとの間に段差があるので、絶縁膜１２お
よび保護膜１３に形成したスルーホールＨ１，Ｈ２によって露出した配線部分Ｓの先端部
表面と走査信号入力端子Ｔａの表面とを保護膜１３上に形成された金属配線１４を用いて
接続せざるを得ない。これに対し、一方基板２上の配線部分Ｓと走査信号入力端子Ｔａと
を接続する場合は、同じ表面に形成されているので、直接接続することもできる。そのた
め、上記のような金属配線１４を用いて接続する場合と、同一表面上で最短距離で接続す
る場合とでは、接続部分の金属配線１４の長さの差が大きくなってしまう。
【００６９】
　そこで、一方基板２上の配線部分Ｓと走査信号入力端子Ｔａとを接続する場合も、上記
のように金属配線１４を用いて接続するようにした。これによって、一方基板２上の配線
部分Ｓと走査信号入力端子Ｔａとを接続する場合と、絶縁膜１２上の配線部分Ｓと一方基
板２上の走査信号入力端子Ｔａとを接続する場合とで、接続部分の金属配線１４の長さを
ほぼ等しくすることができる。
【００７０】
　したがって、各走査信号入力端子Ｔａについて、走査信号入力端子Ｔａまでの配線部分
Ｓの長さがそれぞれほぼ等しくなるので、配線抵抗による駆動信号の電圧降下量がほぼ等
しくなり、各走査信号入力端子Ｔａに均一な駆動信号を供給することができ、液晶表示装
置１１の表示画像のばらつきをなくし、均一な画像表示を実現することができる。
【００７１】
　また、第２実施形態の液晶表示装置１１において、配線部分Ｓとして図２に示す形状の
配線部分Ｓを採用した場合は、配線部分Ｓを２層構造で形成したことに加えて、配線部分
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Ｓの形状を改良したことによって、複数の配線部分Ｓの形成領域の幅をさらに小さくする
ことができる。これによって、複数の配線部分Ｓの外側の領域をさらに有効に利用するこ
とができる。したがって、上述したようにこの外側の領域にコモン配線８を形成すれば、
配線抵抗によるコモン駆動信号の電圧降下の抑制効果がさらに向上するので、共通電極に
より適正なコモン駆動信号を供給することができ、液晶表示装置１１の表示品位の向上を
図ることができる。
【００７２】
　上記の各実施形態では、対向する２つの周縁部Ａ１，Ａ２にそれぞれ走査信号入力端子
Ｔａが形成され、この２つの周縁部Ａ１，Ａ２に信号配線が形成された液晶表示装置１，
１１について説明したけれども、対抗する２つの周縁部Ａ１，Ａ２のうちの一方だけに走
査信号入力端子Ｔａが形成され、この一方周縁部に信号配線が形成される液晶表示装置に
対しても、同様に本発明を実施することができる。
【００７３】
　また、上記の各実施形態では、周縁部Ａ１，Ａ２に走査信号入力端子Ｔａが形成され、
走査信号入力端子列の一方端側から信号配線が引き回されて各走査信号入力端子Ｔａに接
続される液晶表示装置１，１１について説明したけれども、周縁部に表示信号入力端子が
形成され、表示信号入力端子列の一方端側から信号配線が引き回されて各表示信号入力端
子に接続される液晶表示装置に対しても、同様に本発明を実施することができる。
【００７４】
　また、上記の各実施形態では、走査信号入力端子列の一方端側から走査信号入力端子ま
での配線部分Ｓを、走査信号入力端子列の一方端側から他方端側に向かって該走査信号入
力端子の配列方向に対して所定の角度をもって延びる３つの直線部分Ｓａ，Ｓｂ，Ｓｃを
接続して構成した場合を説明したけれども、４つ以上の直線部分を接続して配線部分を形
成するようにしてもよい。４つ以上の直線部分を接続する場合でも、各直線部分における
幅と前記配列方向に対する角度とは、ともに他方端側に向かうにつれて大きくなるように
設定する必要があることはもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の第１実施形態である液晶表示装置の構成を示す平面図である。
【図２】走査信号入力端子が形成されている周縁部における信号配線の形状を示す拡大平
面図である。
【図３】本発明の第２実施形態である液晶表示装置の構成を示す平面図である。
【図４】一方基板上の信号配線の積層構造を示す断面図である。
【図５】信号配線と走査信号入力端子との接続部分を拡大して示す断面図である。
【図６】ＣＯＧ方式のアクティブマトリクス型液晶表示装置の従来例を示す平面図である
。
【図７】走査信号入力端子が形成されている周縁部における信号配線の形状を示す拡大平
面図である。
【符号の説明】
【００７６】
　１　　液晶表示装置
　２　　一方基板
　３　　他方基板
　４　　液晶表示パネル
　５　　表示駆動用ＩＣ
　６　　走査駆動用ＩＣ
　７　　走査駆動用ＩＣ
　８　　コモン配線
　８ａ　直線部分
　８ｂ　幅広部分
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　８ｃ　接続部分
１１　　液晶表示装置
１２　　絶縁膜
１３　　保護膜
１４　　金属配線
Ａ１　　走査信号入力端子側の周縁部
Ａ２　　走査信号入力端子側の周縁部
Ａ３　　表示信号入力端子側の周縁部
　Ｓ　　配線部分
Ｓａ１　第１直線部分
Ｓｂ１　第２直線部分
Ｓｃ１　第３直線部分
Ｔａ　　走査信号入力端子
Ｔｂ　　表示信号入力端子
Ｔｃ　　コモン信号入力端子
Ｔｄ　　コモン端子
Ｄ１　　配列方向
Ｄ２　　配列方向

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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